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The effect of teaching using immediate feedback of video in physical education classes
Shota Sugawara
Abstract
  In this research, I taught using immediate Feedback using video with ICT(information 
and communication technology) equipment in physical education classes. It helps that 
this class materialize image of exercise to students. And I thought if students understand 
more and more in the class, it’s going to improve skills of exercise and to pull out positive 
attitude. 
  As the way of research, I taught one of gymnastic exercise called Mat exercise in class. 
And I divided two groups which is used immediate feedback using video in a class called 
group ICT and another did physical education class based on group studying. It’s called 
group C(Control). I used both of them as a teaching practice.
  As a result and overall consideration, my research realized that the class used ICT 
increased teaching effect about motivation of mat exercises. Therefore this research 
showed us that it’s is important to see from object vison against acting of students and 
to understand tips of mat exercises in this movement. I want to make use of research in 
school of physical education and researches in my future.
  Key words: Physical education, Feedback,Lesson plan
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Ⅰ．諸言
現在の保健体育科の課題として、中学生
の「運動を積極的にする子・しない子の二
極化」が深刻な問題となっている。
この問題の背景を考えると運動を積極的
にしない生徒というのは、運動する機会、
場、そして集団の減少から、幼少期に様々
な運動を行ってこなかった。また、そのよ
うな生徒たちに対して、小学校入学と同時
にカリキュラム化された多くの運動が行わ
れる学校体育において「できる」「できな
い」が顕著に表れるからだ。運動を楽しむ
ことができない生徒が多く存在し体育が嫌
いになった原因として、能力の問題等で自
信がなくなったことをあげている生徒が多
い。また授業を行う教員側も動きの法則原
理的な指導が多く、生徒の動きに対して発
生原理的な指導が不足しているというのが
現状であり、「できない」生徒が取り残さ
れていき、問題が拡大している。
このような背景から、運動ができない子
は、運動イメージを掴めておらず、身体の
「動き方」「動かし方」を教員側に求めてい
ることが伺える。しかし、教員側は、言語
でポイントを伝えることを中心として法則
原理を基にした授業を展開することが多
く、そのため「わからないから取り組まな
い」という子どもが増加しているのではな
いか。
「わかる」と「できる」の統合を目指す
ことにより、運動学習において必要不可欠
である「動感」が視覚と教師からの指導で
発生を助長し意欲的な取り組みを促し、「運
動を積極的にする子・しない子の二極化」
を軽減していくことに役立てるのではない
かと考えた。
Ⅱ．先行研究
１．運動嫌いを減らすためには
運動を嫌いになるきっかけは、「つらい」
「怖い」といった場面から逃れたいという
動機、あるいは頑張っても「できる・でき
た」が感じられない。頑張っているのに「笑
われる」などからくる、無力感などが理由
になっている。
また、「運動嫌い」の原因は、運動有能
感の欠如であり、運動嫌いを少なくするた
めには、「運動有能感」を高めることが重
要であると指摘している。
これらをまとめると、「運動有能感」と
は、「できた」「できる」「わかる」「わかった」
などの経験から生まれる自分に対する自信
である。そして、運動への愛好度、運動の
楽しさ、運動嫌いの側面から、運動に積極
的に参加する「運動好き」を育てるために
は、運動有能感を構成する、「身体的有能
さの認知」「統制感」「受容感」のすべてを
高めることが有効であると考察している。
２．動感に入り込んだ指導の重要性
運動有能感の向上のためには、運動の技
能ができること、できるようになっていく
経験をするべきだ。そのためには「生徒の
動感に入り込んだ指導」が必要である。金
子明友は「教師自身が子どもの運動発生に
関わるときの本原的な発生原理の認識不足
と科学的な法則原理を安易に信じてしまう
ことを反省すべきであるかもしれません」
と述べている。動きのやり方を一方的に教
えることでは必ずしも動きの習得には結び
つかない。できない人には、その人なりの
「今できること」を基に「できそうなこと」
をできるようになって、また、その「でき
るようになったこと」を基に次の「できそ
うなこと」をできるようになるという生徒
の動感に入り込んでの指導が必要と考えら
れる。
３．ICT機器の活用の検討
高栁らの研究では ICT 機器を使った、
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体育の授業の効果について述べられてい
る。その研究では、小学生の体育の跳び箱
運動の授業における ICT 利活用教育の効
果として、タブレットを用いた体育の授業
の中での効果として自らの動きをイメージ
しやすくなり、意欲の向上、技能を伸ばす
ことに効果があることが認められた。また
文部科学省の委託事業「教育の情報化の推
進に資する研究（ICT を活用した指導の効
果等の調査等）報告書」によると、体育の
授業においても ICT を活用すれば効果的
に目標を達成できると報告されている。
Ⅲ．目的
本研究では「運動を積極的にする子・し
ない子の二極化」が顕著に表れてくる中学
生を対象にし、体育の授業における映像を
使った即時フィードバックを用いた指導の
効果が有用であるのかを検証していくこと
を目的とした。
Ⅳ．研究方法
１．調査対象・実施種目
Ｍ県内中学校１年生 82 名（男子 46 名、
女子 36 名）計 3 クラスである。3 クラス
を「マット運動」で全 4時間、クラスごと（男
女混合）で授業を行った。指導を行う際に
は映像を使った即時フィードバックを用い
た指導を行う ICT 群（以下 ICT 群）を 1・
2 組とし、グループ学習を主とした指導を
行うコントロール群（以下C群）を 3組と
した。
２．本時の位置づけ・内容
本時の位置づけとして、「マット運動」7
時間扱いの 1 時間目に授業を行った。内容
は既習技を行い、スキルテストでは開脚前
転、伸膝後転、側方倒立回転を取り上げた。
３．研究の手順
（1） 全 4 回の指導実践を行う前と指導実践
後にスキルテストを行った。スキルテ
ストの点数化については、技のできば
えを正確に評価するための評価基準を
作成した（表 2）。それぞれの技につ
いて 5点満点の減点方式で採点した。
（2） マットの配置やビデオカメラ、モニター
（電子黒板）は図 1の通りに配置を行っ
た。一番長いマットをメインのマット
とし、電子黒板の前には教員を配置し
た。その他のマットは練習用のマット
とした。
（3） 「映像を使った即時フィードバック」
の設定秒数に関しては「10 秒後」に
モニターに映像が流れるよう設定を
行った。
（4） 各クラス、6・7 人ずつ 4 グループに
に分かれ各マットで練習を行いなが
ら、ローテーションで「映像を使った
即時フィードバック」を行った。
（5） 授業の終了後に、各クラスの担任の教
員に体育の授業を終えてのマット運動
の好感度などの記名式によるアンケー
トを１回目と 4 回目の授業後それぞれ
図 1　マット配置図
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で行い、担任の教員に回収していただ
いた。
４．調査項目
５．統計処理
体育の授業を行ったことによる効果を見
るために対応のあるｔ検定を行った。また
ICT 群とコントロール群での「技能」「関
心・意欲・態度」「達成感」「動きのコツ」
の時系列の変化と群間の差を検討するため
に2要因分散分析を行った。分析ソフトは、
IBM SPSS for Windows Version19 を使用
した。
Ⅴ．結果
１．体育の授業での技能の変化
全 4 回の体育の器械運動の授業を行っ
て、指導実践対象の全 75 人の技能のスキ
ルテストの結果の向上があるかを検討する
ために対応のあるｔ検定を行った。スキル
テストの結果を体育の授業の pre と post
に分けその変化を図 2に示した。
ｔ検定を行った結果、スキルテストにお
いて 0.1％水準で有意な向上が認められた
（p<.001）。
これらのことから体育の器械運動の授業
を行うとスキルテストの合計点が上がり、
マット運動の技能が向上することが改めて
明らかになった。
２．映像を使い即時フィードバックを用い
た指導を行った ICT群とコントロール
群のスキルテストの合計点の変化の違
い
映像を使い即時フィードバックを用いた
指導を行った ICT群（以下、ICT群とする）
とコントロール群（以下C群とする）での
スキルテストの合計点の違いを検討するた
めに、ICT群とコントロール群に群分けし、
表 2　器械運動のスキルテストの評価基準
表 3　アンケート調査項目
図 2　スキルテスト（合計点）の変化
図 3　スキルテストについて ICT群とC群での変化と違い
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時期（2 水準）×群（2 水準）の二要因分
散分析を行った。各群のスキルテストの平
均点、標準偏差及び二要因分散分析の結果
を示す。
時期（2 水準）×群（2 水準）の二要因
分散分析を行った結果、交互作用（p<.01）
と時期（p<.001）に有意差は認められた。
群の主効果には有意差が見られなかった。
交互作用に有意差が見られたため単純主効
果の検定を行った。単純主効果の検定を
行った結果、「指導実践前の群」の主効果
に 5％水準、「ICT 群における時期」「コン
トロール群における時期」の主効果につい
て 0.1％水準で有意差が見られた。「指導実
践後の群」の主効果については有意な結果
が見られなかった。結果として指導実践前
のスキルでは C 群よりも ICT 群のほうが
有意に低かった。しかし指導実践後では
ICT 群のマット運動の技能が同じレベルま
で向上していた。このことから ICT 群で
の指導によって、よりマット運動の技能が
向上する可能性があることが示唆された。
３．体育、マット運動に対する好感度につ
いての授業での変化
体育のマット運動の授業を行うことで、
体育とマット運動の好感度への影響がある
かを検討するために対応のあるｔ検定を
行った。ｔ検定を行った結果、体育の好感
度には有意な差は見られなかった。しかし
マット運動の好感度には有意な差が見られ
た。マット運動の授業を行うとマット運動
に対する好感度が向上することが明らかに
なった。（p＜ .001）
４．マット運動の好感度について ICT群と
C群での変化と違い
ICT 群と C 群でのマット運動の好感度
の違いを検討するために、時期（2 水準）
×群（2水準）の二要因分散分析を行った。 
時期（2 水準）×群（2 水準）の二要因
分散分析を行った結果、交互作用（p<.001）
と群（p<.001）と時期（p<.001）にそれぞ
れ有意差が見られた。交互作用に有意差が
見られたため単純主効果の検定を行った。
その結果「指導実践後における群」の主効
果に 5％水準、「ICT 群における時期」「C
群における時期」の主効果について 0.1％
水準で有意差が見られた。これらのことか
ら、ICT 群のほうが C 群より有意に向上
していた。
図 4　体育の好感度
図 5　マット運動の好感度
図 6　ICT 群 C群のマット運動の好感度の変化の違い
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５．達成感
ICT 群と C 群において、マット運動の
授業の中での達成感の違いを検討するため
に、ICT 群と C 群に群分けし、対応のな
いｔ検定を行った。アンケート調査での達
成感の自己評価の t 検定の結果を図 7 に示
した。
結果として達成感の自己評価の項目にお
いて ICT 群と C 群で 1％水準で有意差が
見られた。（p＜ 0.01）
６．コツを掴む
ICT 群と C 群において、マット運動の
授業の中でのコツを掴んだかだかという
感覚の違いを検討するために、ICT 群と C
群に群分けし、対応のないｔ検定を行った。
アンケート調査でのコツをつかんだかとい
う感覚の自己評価の t 検定の結果を図 8 に
示した。
結果として達成感の自己評価の項目にお
いて ICT 群と C 群で 1％水準で有意差が
認められた。（p＜ 0.01）
Ⅵ．考察
自分の動きとイメージとの違いを見るこ
とによって課題や欠点を理解し取り組むこ
とで、「わかる」が生まれ、結果として「で
きる」につながっていくのではないか。と
予想していたが、これは技能に関しては
ICT 群の指導がより効果があるという有意
な結果が表れた。その要因として、達成感
という部分では ICT 群と C 群で有意な差
が見られ ICT 群の方が良い結果になった
こともあるだろう。また結果の記述式のア
ンケート調査で明らかになった、映像を見
ることにより「自分の動きの欠点や課題に
気づくことができる」「自分の動きがわか
る」といったことにより技能に関する「わ
かる」が生まれる。「わかる」が生まれる
ことにより技能に対しての達成感につなが
りこのような結果になった可能性がある。
教えたり教わったりする場面や上手くでき
たとき、練習したことがうまくできたとき
に達成感を得る。このことから映像で、で
きた動きの再現を見ることにより生徒の達
成感というものが有意に向上したと考えら
れる。
ICT 機器を使った即時フィードバックを
用いた指導で、学習者の体育の授業での評
価規準である「態度」に対して良い影響が
あることも明らかになった。体育は好きだ
がマット運動が嫌いな生徒が多いという現
状がある。その中で ICT 機器を用いた即
時フィードバックによっての指導をするこ
とでマット運動の好感度や達成感が大きく
向上したことはより良い結果となり、現在
の保健体育科の目標の「生涯を通じた豊か
なスポーツライフの実現に図ること」の達
成に近づくものとなった。
今回の指導実践で技能面に関して映像を
図 7　達成感の自己評価の ICT 群とC群の違い
図 8　達成感の自己評価の ICT 群とC群の違い
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使った即時フィードバックを用いた指導を
行った群の有意な効果がある可能性が示唆
され、態度に関しても効果があることが明
らかになった。
Ⅶ．まとめ
本研究では「運動を積極的にする子・し
ない子の二極化」が顕著に表れてくる中学
生を対象にし、体育の授業における映像を
使った即時フィードバックを用いた指導の
効果について検証していくことを目的とし
た。先行研究の中で明らかになっているよ
うに ICT 機器を使った授業の展開で指導
の効果が表れている。本研究の中では、特
に生徒が苦手としている「できた」「でき
ない」がはっきりとしているマット運動を
取り扱うことで、少しでもより良い授業を
行っていくために、どのように行っていく
べきかの一つの考え方として、ICT 機器活
用の研究を進めていた。ICT 機器を使った
授業の中で、映像をただ見せるだけでは、
生徒の動きの改善にはつながっていかな
い。それは見る生徒の技能のレベルもあれ
ば、見るべきポイントがわからない生徒が
いるからである。そのため映像を見せて指
導する際には、ただ見せるだけではなく、
その生徒の動感に入り込んだ指導というも
のを指導者は意識しなくてはいけない。
映像を使った即時フィードバックを用
いた指導によって技能に良い効果があるか
ということに関しては、結果として映像を
使った即時フィードバックを用いた指導に
よって技能面に関して良い効果があること
が明らかになった。
これは生徒にとっての「わかる」を引き
出し、次のできるにつながった。またコツ
をつかめた、達成感を得ることができたと
いう生徒の自己評価が高かったことは良い
結果となった。コツをつかむことは、生徒
一人一人の感覚の問題である。それはただ
映像を見たからといって学べるものでもな
い。なんとなく動きの感じというものを自
ら動き、自ら動いたものを客観的に見て、
教員からの指導を受けることで生徒にとっ
て動きのコツをつかむということにつな
がった。
体育の授業のなかで生徒の技能が上がっ
ていくことは重要なことである。それと同
時にまた次も体育・スポーツを行おうとす
る意欲的な態度や行動も重要視されてい
る。それは技能を伸ばすことと同様に体育
の授業の中では必要不可欠なことだ。マッ
ト運動に対する好感度に対して、今回行っ
た指導実践が良い影響を持つことが明らか
になった。これは達成感やコツをつかんだ
という、生徒の中での「できた」「わかった」
ということが増えたからである。また自ら
の動きを客観視することでマット運動に対
する好感度が上昇したと考えられる。体育
の授業では、ただ技能がうまくなればよい、
体力が上がればいいというものではない。
学習指導要領でも示してあるように生徒の
「生涯にわたって運動に親しむ資質や能力
を育てる」ということがこれからの体育で
は求められるのだ。体育は好きなのにマッ
ト運動は嫌いという生徒のマット運動に対
する好感度を上げることで、その生徒のよ
り良い成長につながっていくのだ。目の前
の生徒の技能を上げることももちろん、そ
して生徒の成長を長期的に見た場合、マッ
ト運動の好感度があがったことによって生
徒の得ることも多くなってくるはずだ。
また今回の研究調査では今後検討してい
かなくてはならない課題が見つかった。
1 つ目は、今回の指導実践を受ける生徒
の生活習慣や運動習慣や体力テストの結
果、身長・体重など事前のデータをより多
く集めておき関係性を明らかにするべき
だった。運動を積極的にする子どもとしな
い子どもの二極化が進んでいる、という状
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況もあり関係性を明らかにすることによっ
て、今回の研究からわかることがさらに大
きくなったであろうと考えられる。
2 つ目は ICT 機器について指導する側
がよく理解する必要がある。ICT 機器を使
うだけでは生徒が伸びるわけではない。そ
こに対して ICT 機器の良いところ悪いと
ころを理解したうえで、生徒の発達の段階
に合わせた指導が有効なのだ。ICT 機器を
使った体育の授業では、生徒は新しい発見
や普段、自らの目だけでは見られない場面
が見ることができる。そこで新しい発見や
新しい気づきが生まれることもある。ただ
その良い部分ばかりではなく、ICT 機器
を使うだけでは、生徒にただ映像を見せる
だけでは、有用性というのが表れない場面
も多い。だからこそ指導者が生徒に対して
ICT 機器の使い方やそれを基にした指導に
ついて学び続けていく必要がある。
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